AIインシデント報告書
6大リスク分類 ＋ Annex A管理策改善連動
【利用方法】ISO/IEC 42001の審査（内部・外部）において証拠書類として提出できる報告書です。 「6大リスク分類」と「管理策改善欄」を記入することで、ガバナンスの継続的改善につなげます。

Section 1：基本情報
	インシデントID
	INC-
	重大度
	□高 □中 □低

	発生日時
	　年　月　日　　：
	報告日時
	　年　月　日　　：

	報告者・部署
	
	使用AIツール
	



Section 2：インシデントの6大リスク分類
AIガバナンス入門 第3章の6大リスクに従って分類することで、再発防止策を体系化します。

	分類
	リスクの種類
	該当
	対応するAnnex A管理策

	①
	誤情報・ハルシネーション
	□ 該当
	A.9.2, A.9.4

	②
	情報漏えい・プライバシー侵害
	□ 該当
	A.9.2, A.9.3

	③
	著作権・知的財産の侵害
	□ 該当
	A.9.2

	④
	バイアス・不公平な判断
	□ 該当
	A.6.3, A.9.2

	⑤
	AI依存・属人化リスク
	□ 該当
	A.9.4

	⑥
	対外信用の失墜
	□ 該当
	A.9.5



Section 3：インシデント詳細
	発生した事象（事実）
	

	影響の確定（範囲・件数）
	

	根本原因（分析結果）
	



Section 4：Annex A管理策の改善アクション（ISO/IEC 42001準拠）
	管理策ID
	改善の方向性
	具体的な改善アクション
	完了期限・担当者

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	



	経営者最終承認
	承認日：　　年　月　日
	承認者（署名）：



本報告書はISO/IEC 42001の審査（6条・9条・10条）において証拠書類として使用できます。保管期間：最低3年。


■ 本テンプレートの利用条件
本資料は、書籍『AIを使う会社、使われる会社』
(中小企業経営者のためのAI安全活用戦略)の読者特典です。

【できること】
・ご自身が経営・所属する組織の業務のために、複製・編集・社内配布して利用すること

【できないこと(禁止事項)】
・第三者への再配布・転売・貸与(社外への共有を含みます)
・有償の研修・セミナー・コンサルティング等の教材・成果物としての利用
・自社の製品・サービスとしての再パッケージ・再頒布
・インターネット上へのアップロード(公開の有無を問いません)

【著作権・免責】
・本資料の著作権は著者に帰属します。
・本資料は情報提供を目的としており、法的助言ではありません。実際の経営判断・法的判断は
  弁護士等の専門家にご相談ください。本資料の利用により生じた損害について、著者は責任を負いません。

【正規入手先】
・本資料の正規配布元: grclab.jp(ハイフンなし)
・上記以外の場所で本資料を入手された場合は、正規配布元から最新版をご入手ください。
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